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研究タイトル： 

状態むだ時間系における最適制御系設計 
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技術相談 

提供可能技術： 

・最適制御系設計 

・むだ時間系 

 

 

研究内容： むだ時間系における最適メモリーレスレギュレータ設計法の拡張に関する研究 

状態にむだ時間を含む系において、通常の LQ レギュレータと同様の優れたロバスト性を有する最適メモリーレスレ

ギュレータ(以下、逆 LQ レギュレータ)の設計法が知られている。逆 LQ レギュレータは、逆 LQ 問題に則した手順によっ

て設計され、状態むだ時間系においてもメモリーレス型のフィードバック則によってレギュレータを構成することが可能で

ある。当初、１つのむだ時間を含む系に対して逆 LQ レギュレータの設計法が提案された。しかしながら、むだ時間の系

への含まれ方は単複 / 時変・時不変と多様であり、遅れ型 / 中立型などの系に分類されるため、これらの系を考慮

した設計法を提案することが重要となる。 

そこで本研究では、提案されていた逆 LQ レギュレータの設計法をより広い制御対象に適用するため、設計法の拡張

を行ってきた。拡張した設計法は、大きく分けて 2 つのシステムにおよぶ。まず単一システムに対する拡張を行い、その

後、大規模システムに対して分散制御による設計に展開してきた。さらにそれぞれの系において、不確かさが含まれる

場合でも通常の有限次元 LQ レギュレータと同様の優れたロバスト安定性が保証される設計法の提案や、指数安定度

指定が可能な設計法の提案を行った。また、大規模系では、相互接続が切断されうる可能性も考慮した設計法を考案

した。これらの拡張された設計法はシミュレーションによりその有効性を検証してきた。 

拡張してきた設計法の中で下記は、状態に複数の時不変のむだ時間を含む大規模系における逆 LQ レギュレータの

設計法である。本設計は、相互接続が切断されない場合においてロバストな LQ レギュレータを設計するための十分条

件を LMI(Linear Matrix Inequality)で与えたものである。この条件よりメモリーレスな分散制御器を構成することで、不安

定な系を漸近安定化させることが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  


